
第三次清瀬市環境基本計画及び地球温暖化
対策実行計画（事務事業編）における二酸
化炭素排出量削減目標値の設定について

資料２
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計画の背景と位置付け及び国と清瀬市の取り組み

2

地球温暖化対策として国内外で脱炭素社会へ移行する機運が高まっていることを受け、本市では令和32（2050）年ま
でに二酸化炭素（CO2）排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」の実現を目指していくことを宣言しました。

清瀬市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）及び（区域施策編）は、令和32（2050）年までの二酸化炭素排出量の
実質ゼロを実現するため、市が率先して排出量削減に向けて取り組みを行い、市民・事業者の自主的かつ積極的な取
り組みを喚起するとともに、市域の自然的社会的条件に応じた温室効果ガスの排出抑制等に向けた取り組みを推進す
るためのものです。

本計画は、国や東京都の計画、本市の上位及び関連計画を踏まえたものとします。

国

中期目標として2030年度にお
いて、温室効果ガスを2013年
度比46%削減することを目指
す。さらに、50%の高みに向
け挑戦を続けていく。

閣議決定の内
容を踏まえ

令和6年3月に区域施策編作成

清瀬市

国の計画や本市の状況を踏ま
えて算定した脱炭素シナリオ
の数値を参考に、中期目標と
して2013年度比46％削減の目
標を掲げた。

地球温暖化対策計画
令和3年10月22日閣議決定内容

清瀬市

上記計画作成に向けての削減
目標を設定を行う。
次に上げる３つの案から決定
したい。

令和８年3月に環境基本計画及
び事務事業編作成完了を目指す。
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清瀬市温室効果ガス排出量の推移について

目標値①

※第二次計画同様の毎年度均等排出量削減を目標にした場合

目標値の設定について

※令和3年度から4年度にかけては排出量が大きく減少し、
令和5年度においては排出量が増大している。これは、電
力の排出係数の低い事業者から高い事業者へ電力の調達
先が変わったことが要因と考察する。
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清瀬市温室効果ガス排出量の推移について

目標値③

※政府実行計画の目標2030年50%削減を目標にした場合

目標値②

※区域施策編の目標である2030年46％削減を目標にした場合



各計画の目標値

区域施策編の目標と同様の2030年までに2013年度比46％削
減を目標値として設定したい。

まとめ
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・先行して設定されている計画である区域施策編の削
減目標が46%であり、計画間の整合性を取りたい。

・近年、各公共施設でのＣＯ２排出量が増加傾向であり実効性に欠け
る可能性があること。


